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このシリーズも、このところ年に２回ぐら

いになり、ペースが落ちてきました。でも、

あと少しの予定ですので、ご容赦ください。

さて、今回は、注意が必要な名詞の単数形

とそれに対応する複数形を見ておきましょう。

前にも書きましたように、医学用語のほと

んどはギリシア語とラテン語からきています。

したがって、名詞の語尾変化もギリシア語・

ラテン語のそれに準じます。ギリシア語やラ

テン語の名詞は、いくつかのタイプがあり、

それぞれ語尾が違います。語尾の形によって

複数形が異なりますので、複雑でちょっと覚

えにくいのですが、下の表にまとめましたの

でご覧ください。

単数形 複数形

－ａ
－ｕｓ
－ｕｍ
－ｍａ
－ｏｎ

－ＩＳ
－１χ
－ｅχ
－ａχ

－ａｅ

－１
－ａ
－ｍａｔａ
－ａ
－ｅｓ
－ｉｃｅｓ
－ｉｃｅｓ
－ａｃｅｓ

上の表の左側は、名詞の主格の単数形語尾

です。主格というのは、主語として使う時の

名詞の形で、辞書にはこの形で出ています。

胸膜を表す ｐｌｅｕｒａ’の複数形は ｐｌｅｕｒａｅ

となります。上顎骨を表す ｍａｘｉｌｌａ の複数

形は ｍａｘｉｌｌａｅ です。同様に、角膜 ｃｏｒｎｅａ

の複数形はｃｏｒｎｅａｅ となります。
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気管支 ｂｒｏｎｃｈｕｓ の複数形は ｂｒｏｎｃｈｉ、細

菌の中で球菌を意味するｃｏｃｃｕｓ の複数形は

ｃｏｃｃｉ です。この ｃｏｃｃｕｓ は、前にいろんな

連結形をつけて各種の球菌を表すのに使いま

す。たとえば、ｓｔａｐｈｙｌ／ｏ はブドウまたはブ

ドウの房との類似を示す連結形なのですが、

ｓｔａｐｈｙｌ／ｏ／ｃｏｃｃｕｓ とするとブドウ球菌にな

ります。そして、複数形は ｓｔａｐｈｙｌ／ｏ／ｃｏｃｃｉ

です。ｓｔｒｅｐｔ／ｏ／ｃｏｃｃｕｓ は連鎖球菌で、複数

形は ｓｔｒｅｐｔ／ｏ／ｃｏｃｃｉ です。

回腸ｉｌｅｕｍ、細菌 ｂａｃｔｅｒｉｕｍの複数形は

それぞれｉｌｅａ、ｂａｃｔｅｒｉａです。事実、資料、

統計を表す ｄａｔｕｍの複数形はｄａｔａ です。、

英語では、通例、 ｄａｔａ の形で単数扱いをし

ています。

ｃａｒｃｉｎｏｍａ、ｆｉｂｒｏｍａ、ｌｉｐｏｍａ の複数形は、

ｃａｒｃｉｎｏｍａｔａ、ｆｉｂｒｏｍａｔａ、ｌｉｐｏｍａｔａです。

ガングリオン ｇａｎｇｌｉｏｎ 、現象・事象を指す

ｐｈｅｎｏｍｅｎｏｎからは ｇａｎｇｌｉａ、ｐｈｅｎｏｍｅｎａ と

いう複数形ができます。診断 ｄｉａｇｎｏｓｉｓ、予

後 ｐｒｏｇｎｏｓｉｓ、骨盤 ｐｅｌｖｉｓ の複数形は、そ

れぞれ ｄｉａｇｎｏｓｅｓ、ｐｒｏｇｎｏｓｅｓ、ｐｅｌｖｅｓです。

虫垂 ａｐｐｅｎｄｉｘ からはａｐｐｅｎｄｉｃｅｓ 、頚・

首を指す ｃｅｒｖｉｘ からはｃｅｒｖｉｃｅｓ という複

数形が作られます。皮質を意味する ｃｏｒｔｅｘ、

胸郭を表す ｔｈｏｒａｘ は ｃｏｒｔｉｃｅｓ、ｔｈｏｒａｃｅｓ

という複数形になります。

上記の語尾が －ｉｘ、－ｅｘ 、－ａｘで終わる３

つの名詞の連結形は、ａｐｐｅｎｄｉｘ が ａｐｐｅｎｄｉｃ

／ｏ、ｃｏｒｔｅｘ が ｃｏｒｔｉｃ／ｏ、ｔｈｏｒａｘ が ｔｈｏｒａｃ

／ｏとなるように、常に複数形 －ｉｃｅｓ、－ｉｃｅｓ、

－ａｃｅｓ から作られるということも覚えておく

と便利です。

今回は、よく使うことばも出てきて興味深

かったですね。では、この辺で。
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